
立神峡だより 　　問　立神峡公園管理棟　☎0965-62-1543（火曜定休）

　毎年恒例の北海道大空町の生徒の受け入れを、立神峡
公園でも実施しました。今年も氷川町の生徒たちと交流を
深めながら、イチゴの収穫体験や晩白柚のハウスを見学し、
その後立神峡公園に到着。龍神橋の吊り橋を渡る時には、
ビクビクしたり歓声を上げたりと大盛り上がりでした。管
理棟に到着後は、氷川町や立神峡の概要を伝えたテレビ
番組の録画を見てもらいました。その後、ミカンの収穫を
体験。木になっているミカンを見たのは初めてとのことで、興奮した様子で収穫していました。河原では火打
石を拾いました。火打石の見分け方を伝え、火薬のにおいがする石を見つけると大喜びの様子で、拾った火
打石での火おこし体験では、火花が出るたびに驚きながら、火がつくように何度もチャレンジしていました。
これらの体験を通して、氷川町の生徒たちともすっかり打ち解けた様子でした。

第16回ふれあいスタディin氷川 大空町生徒を立神峡でも受け入れ

ペルーから平岡ルイスさん・八重子さん夫妻が立神峡公園を満喫

　ペルー熊本県人会名誉会長の平岡ルイスさんと同会前
会長の八重子さん夫妻が氷川町を訪れ、立神峡を見学さ
れました。
　まずは立神峡の断崖絶壁を見てもらい、その後春夏秋
冬の季節の写真などを使い、公園内を案内しました。
　この日は特に寒く、南米の気候とは程遠い野外での見学
となりましたが、立神峡の景観や吊り橋に感激された様子
でした。河原での火打石体験も楽しんでいただけました。

常設テントを利用した宿泊について

　新年から常設テントへの宿泊が相次ぎましたが、まだま
だ周知の余地はあり、今後の課題と言えそうです。常設テ
ントは７人用と５人用とがあり、毛布、スリーピングマット、
ライト、バーべキューコンロを備えており、手軽に気軽にキ
ャンプが楽しめます。写真は、20歳の学生たちが仲間と一
緒に立神峡で新年を迎えたいと利用してくれた時のもの
です。今度は、ロッジにも泊まりたいとのことでした。キャ
ンプ初心者がテントなどを購入する前にまず常設テントを体験し、その後キャンプの楽しさに、はまってくれ
たらいいと思います。

町では毎年、がん検診や特定健診の受診を目的に、対象年齢全て
の人に受診券セットを個別に郵送しています。毎年受診すること
で病気の早期発見・早期治療につながるケースもあり、町では積
極的な受診をお勧めしています。令和7年度の検診項目と対象年
齢は次の通りです。氷川町のがん検診は、国の指針よりも対象年
齢を拡大して行っているものもあります。

検診項目 対象年齢（令和8年４月1日時点）

健
康
診
査

若者健診 20～39歳

特定健診※ 40～74歳（国保加入者）

後期高齢者健診 75歳以上

が
ん
検
診

大腸がん検診（検便）

30歳以上胃がん検診（バリウム検査）

腹部超音波検診

肺がん検診（胸部レントゲン） 40歳以上

子宮頸がん検診 20歳以上（女性）

乳がん検診（マンモグラフィ・乳房超音波）
30歳以上（女性）

骨粗しょう症検診

前立腺がん検診 50歳以上

喀痰細胞診検査 肺がん検診問診からリスクの高い人

肝炎ウイルス検査 40歳以上で今まで検査を受けたことがない人

※40歳～74歳までの国保加入者が対象の特定健診は、法律により町に実施義務があるため、連絡後
も通知などで受診のご案内をする場合があります。

高齢で受診できない、がん検診を毎年個別に受けているなど個々の事情で検診
を受ける必要がない場合は、電話またはQRコードからご連絡ください。ご連絡
いただいた方には、令和7年度の受診券セットは発送しません。

けんこう

だより

問　町民課 保健予防係
　（健康センター）
　　☎0965-52-7154

令和７年度住民健診のお知らせ

0965-52-7154　
氷川町健康センター 

令和７年度受診券
セット不要連絡用
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